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方や不注意から起きています。特に、子どもや高齢者による事故の割合が高いことから、本教材で

は、子どもたちが学校で製品の正しい使い方を楽しく学び、その学びを自宅に持ち帰って家族と共

有することで、家庭内、特にリスクの高い高齢者にも正しい知識が広がるように企画しました。子

どもたち自身が家庭内の「安全の伝道師」となり、家族全体で製品事故防止の意識を高めることが

目的です。

教材は経済産業省製品安全課のウェブサイトにて公開しているため、誰でも自由に利活用が可能

です。（公開は2028年3月末までを予定しています。）

リアルなストーリーとワークシートの併用で主体的な学びを 
教材の特徴と工夫について

POINT １ 大人気SF作品を介して学ぶ製品事故

小学生に絶大な人気を誇る『運命の巻戻士』。主人公・クロノは、右眼に埋め込まれたタイムマ

シン「リトライアイ」を駆使し、時間を巻き戻して人々を危機から救う“巻戻士”です。動画で

は、家庭内で起こりうる様々な製品事故をクロノが未然に防ぎ、ある兄妹の命を守るオリジナルス

トーリーが展開されます。経済産業省が実際の事例を基に監修を行ったため、リアルな描写が特徴

的です。事故原因の解説の後には、家庭内で簡単にできる対策も紹介しており、どうすれば事故が

防げるかについても把握し、理解を深めることができます。

Ⓒ木村風太/小学館
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動画では、ＰＳＥマークのないモバイルバッテリーによる火災事故や、タンスの転倒事故、自転車のハンド
ルに掛けていた物の巻きこみによる転倒事故、劣化したバランスボールの破裂事故に至るまで、家庭内で
起こりがちな製品事故が多数取り上げられ、主人公の活躍と共に楽しく学ぶことができる

出典：�経済産業省ソーシャルメディア公式アカウント（YouTubeチャンネル）「metichannel」より
「使い方を間違えると思わぬ事故に…！身の回りに潜む危険」
（https://youtu.be/KBX-5Ncqp14?si=l3r6qoOXMclDbnDe）



5

POINT 2 動画とワークシート双方の活用で、主体的に考えさせる教材を制作

本教材には「運命の巻戻士」とコラボレーションした動画教材（16分）の他、宿題用のプリン

トと、個人用、グループワーク用のワークシートを準備しています。動画教材に加え、危険への気

づきと対応策を促す各種プリントを活用することで、より身の回りの危険性について、自ら主体的

に考える機会とすることがねらいです。

ワークシートは、現役の小学校教員の監修の元、受託事業者のクリエイティブディレクターが企

画・作成しました。生徒たちが身の回りの危険を身近に考えられるようにするために、個人用の

ワークシートではイラストでの間違い探しの形式を採用し、そのうえで、その後に続くグループ

ワークでの話し合いにつながる事前準備となるような構成にしました。また、帰宅後の振り返りの

ための宿題プリントも用意することで、家庭での気づきを促します。

個人用ワークシート。動画で学んだことを生かして、今度は自分一人で家の中の危険を探す
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グループ用ワークシート。グループで共有し、対策を考えることで、自ら思いつかなかった案が出ること
もある

POINT ３ 授業展開も制作し、先生方にも使いやすく

上記教材の他、これらを活用した５０分間の授業展開の案もウェブサイトにて公開しています。

授業展開は大きく分けて「製品安全について知る」と「製品安全について振り返る、見直す」の2

部によって構成され、児童自らが製品事故の危険性に気づくよう構成されています。実際に授業で

活用する際には是非ご覧ください。
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模擬授業の様子

動画にとどまらず、誤使用・不注意による事故リスクを低減した製品に対する
表彰など様々なツールで事故を防ぎたい

▶今後の活動の展望を教えてください。

経済産業省では、製品事故の減少に向けて、製造・輸入事業者に対する事前規制の他、消費者の

皆様に向けて、SNSを活用した発信や、自治体と協力したセミナーの実施など、誤使用事故防止

に向けた啓発に取り組んできました。

今後も取組を続けるとともに、モバイルバッテリーなど、事故件数が増えている製品についての

呼びかけを強化していきます。特にモバイルバッテリーについては、スマートフォンやタブレット

の普及に伴い、子どもたちの身近にもある製品であるため、今回の動画教材にも注意喚起を盛り込

みました。

また、令和７年度からは、誤使用・不注意による事故のリスクを低減した製品に対する新たな表

彰制度（通称＋（プラス）あんしん制度）を開始しています。製品の側からも誤使用事故防止を進

めていくことで、安全安心な市場形成を目指していきます。

これからも、様々なツールを用いて、誤使用事故の低減に取り組んで参ります。

▶消費者教育を担う先生方や、一般消費者の皆さんにメッセージをお願いします。

製品事故は、私たちのすぐそばにあるリスクです。日々の暮らしに欠かせない製品が、時に生命

や身体、財産を脅かす存在へと変わってしまうことがあります。悲しい事故を1件でも減らすため

には、国や企業などが危険性を適切に伝えると同時に、消費者一人ひとりがリスクを正しく理解

し、「自ら守る力」を育てていくことが欠かせません。そのためには、誤使用や不注意を避け、身

の回りに潜む危険を察知し、予防する力が必要です。これはまさに、消費者教育の中で育んでいく






